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口蹄疫の侵入に注意しましょう！
宮崎における口蹄疫の大発生から３年が経過し、その後、日本国

内での本病の発生は認められません。

しかしお隣の国、中国では、依然としてその発生が続いており、発

生地域も中国全土の広い地域へと拡大の傾向を示しています。

国際化が進んだ現在、口蹄疫の日本への侵入の可能性が危惧さ

れ、水際防疫が強化されているところです。

つきましては、畜産農家の皆さんは、飼養衛生管理基準を遵守す

ることで、各農場への口蹄疫の侵入を防ぎましょう。
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２０１３年 ８月１日現在

近隣諸国における悪性伝染病発生情報

病名 発生地 発生月日 畜種 型

中国 ７月２２日 牛 O

７月　５日 牛・豚 A

モンゴル ７月４・６日 牛・山羊・羊 A

ロシア ６月２４日 牛・羊・豚 A

高病原性 ５月２８日

鳥インフルエンザ ～６月２日

低病原性

鳥インフルエンザ

７月２２日

～７月２８日

H５N２亜型

ネパール 家きん H５N１

口蹄疫

台湾 ５月１５日 鶏

イタチアナグマ台湾狂犬病

口蹄疫や高病原性鳥インフルエンザ等の悪性家畜伝染病が県
内に発生し、又は発生するおそれがある場合には、迅速・的確な
初動防疫措置が最も重要です。

そのため、消毒薬（動物用医薬品）等、防疫資材の迅速な供給
が不可欠なことから、平成２５年７月２２日、熊本県庁において、
県と熊本県動物薬品器材協会（熊本市）との防疫活動に係る協
定を結びました。

※本県での防疫協定は、一般社団法人熊本県建設業協会に次
いで２例目です。

悪性家畜伝染病の防疫活動に係る協定締結


